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プ淘プげ看這おを凍る宗教藤欄蟄職帰属性をめ漂る叫h山磯察  
二：             ・・   ・  
義櫨康代※  
1．はじめに   
・■・‥一  
通りに在るノ㌔ビ亭を中心に、ぎ通り〟‡の人びとの宗教を中心せLた生活動態を観察調査してきた。  
これまでハノイの．巨藍衆生構を克明に記述∵浄析したモノダラブは、ほとんど見あたらない亡。。そ  
こで、本稿は、聾者が構想する「郡市ハノイ路地嚢のエスノグラブイ、岬」のなかで、都市ハノ  
イの民衆生晴誌の¶－一・端濠・、その宗教敏活を中心に記述し≠部首彗雄r民にある生活戦術1と生活原  
理㍗を析出しようとするものである。   
本論においては、第2賓で旧市街の概要を述べ、文献から、戦後、国家による歴馴勺射旨嘉  
建築物が増えているこ（とを明らかにする。，つまり、国家や行政がドイモイ以降の近代化と観光  
化に対応しようとL′ている様態を明らかにす凱。節3牽で凝∴ 陪席潤膵l…通り」に画した家屋  
と墓碑が置かれた寺の佗脚状況から、Åロ集利こよて）て。おこる都市における生活空間を分析しも  
土地や家屋内空間が細分化されている動態を明らかにする。節電費では、、‡叩通り”jぴう宗教両生を対  
象に、那珊の共有空間できえ覆う分割したり個Åり把も㌦たりするような競争原夏堅がおこて〕ているこ  
とを、洞堂内の碑文の解読と瑠93妾輝から1朗が巨にかけてグ）覚献驚料から、分一軒するど」鰐5率では。  
ハンホム通り鵜登移を述べ、郡市における取り込みの原理を考察し笥 経じて、今までまったく  
明らかにされてこなか誓○た、社会主轟園ペ1りLサム汐用言市生活における社告静坐清原≡賢堅をここに  
分析曾抽出することを削馴㌦W㌃いる。ユ  
2．旧市街の概要   
ハノイ苗は中東直轄特別市である。㌔、ノイ市には7♂つげ）特別区：ホアン′ギエム、ドンダ山一、  
ダインスアン、タ′ヂホ山一～、汁…デイ：〆〆1、ノいヂパ…チエン、コウザイ（調燈嘉乳登頂甑量産mタ離島貰温度難挽汐  
昔’甑爵犯意穏濫Ⅶ鼠召H息ヲγ『鼠y鵬9濫冤組勤怠取払夕蒼登諷意欝義甘㌻覗∫鴫監象眼鎚豆晶Jy）と5〆つの県：ドンアイン、トウー  
ーー  
ーーーー一  
夕、、ノ㌔ンダオ、プ、ンマ如冊笥ドンスアン、ハンボン、ノ㌔ンプオン、汐アドン、プ、㌔ンパイ、．クアナ  
ふ、ハンサヨン∴＼－叫タイトオ、チャンプンーダオ、チャンティエン、ファニ〆チエウサン、 チエ  
！ ．  ！ ・． ト． －   ・ ：  －  
※名古屋東学東学院国際開発研究科  
▼－11，、、   
済職鵬噸凱姐牒ぬ弧囁臓噸鮎棋嵐猟期攫噸服触…酬服描㍍鵬摘廟  
銚勒凋儲噸潤髄鞘椚脱が肋朋徽一・巌賦払鮎圃場沌鮎椚掛澗触奴凋’、盈m）ある。その18坊のうちハンガ  
里方廟－u血g相良堀G汲ま）は8通り：①，ブ㍉ンガイ、（むハンホム、③ハンタワット、（抄、ンマイン、  
⑤ノ㌔ンノン、⑥ハンティエッグ、（勤卜…ティツタ、⑨ハンボン（争払l－離執㍑噸灘如ほ摘働扉  
撤斬触戦地新版川摘澗砲雄…抽灘軸脱－gうと3つのづ瀾：〔至）イェンタイ、⑲ハンサ  
ー、⑪ダムトウォン匝g6Y如Tま1ai，T箪mThL貰び閥を漁咽C呈1言）で構成されている｛。  
舟  
㌘瓢め因G施細G・撒湊Ⅷ   
仏領時代の1925年、ノ㌔ノイ（当時加呈血）グ〕歴敷記念建造物リストに指志されているのはわず  
か20敷跡であった。：雪   
Lかし、藩アンキエム区Å民委員会通信文了ヒ室のぎMホアンキュム区魔蘭桟膵削（199′7年作成、  
以下「－史跡冒録」）∠漫によれば。、ホアンキエム区の史跡は餐部でi65、うち旧市街内の鳳跡はⅢ溌   
－－－－、  
行 髄〉．且噛 も史跡になっていることがわかるl。市場は古い要塞で、ユ947年2月14日の戦いにお  
ける自動連隊椚客観士の輝かし汗功績を記蘭した場所である。門は1醜をご紀から建設されたもので、  
阪朝時代の各工程のひとつの特徴である建築の類であり、教義で価値がある。劇場は拗7年1月  
7日、自由連隊と決死軍隊が陛に出た場所である。1947年7月14日、この歌謡劇場で常に赤いハ  
ンカチー…フを巻いた決死軍隊は自由を守るために最後の血涙を犠牲にすることを宣誓する儀礼  
をおこなったという蔦公共施蘭が独立を目指した杭仏戦争一節wH・次インドシナ戦争の舞台に使  
われていたことを豪農会が高く評価して、史跡として指浸しているのである。このように、公  
1・一－1ゴ－－】   
的な場所のみならず私的な場所できえも史跡とLて扱われている。資料“鮎離罰淵紬ぬm紺・1es  
鞘画闇脱が加帰一壷肌血南淡直射甜壷壷痛拍…鮎湖沼独壷牒野瀾朝”＝錮鏑珊凋㌦鮎－37一撒  
くと比較すると∴戟後、航仏戦尊とそれに基づく独立♂）イデオロギ山肌を誇示するために、旧市街  
内でも革命史蘭が増えていることが明確である。J   
ニのように、近代化に対応し〆て行政が首都ハノイの史跡を再整備しようたしてい成こたか撒  
かる。〕  
3．旧市程i内における家屋の使用状況   
ハノイの中心部、旧市街は土塊が限られる。」この旧制史納の土地家屋の所有♂）実態に－二）レ、ゝて『  
筆者の硯地調査から考察Lよう。ぞの次に、づ引司施設における土地椚分割、つまり個戊漸虜照  
の促進が見られることを明らかにする。また、基同施設である寺で、土地がないため、嚢職代  
用となる凝碑を用いていることを述べる。   
ハンホム通り16番に怯むルアン（意Ju翫lう．たなの父は1整狙1年、ハドン省ダー川ゆシー両村（はぎ1g馳日嗣  
で盤まれた（J搬中で家族は疎開Lでいたが、父だけ先に19魂開ミ」㌔㌧メイに出てきた。億初はプヽン′ホ  
み適町ほ番紺家を貸借L、チャンティ通牒（沖か舘絢が撒りで蘭灘牒銅技灘僚習樽Lた。闇諺取  
離後の混乱で土地が婆きくな㌦つたとき、㌔、ンホム通りL6番 吏ハンホム通計ヨに並行しか旬ンマイン通  
り7潜までを適して）相加1橘増減闇勒酬一泊で買った。）フランスパン1矧がほ椛川寺代である揖 ル  
アンに掛取紆封締に掛算してもらうた汀髄鞘槻闇職質 汁卿㈱離封鋸掘削り になったかハンダオ  
ハンカ’、仰像 ノ㌔ンドゥオン、ハンホムダ）通りはフランス人が多く出入りLていたが〕で淘他ダ）通り  
より土地代が高かて）たで＝ト底がJヱこがりたか）狭ま少つたり増叫る皮革カメ雪■ンがゝプラン鼠Å彗3お金のある  
ベトナムÅ士官にうけたため、ルアンの覚は肘をなサニとができた曙）だという。職先をた宅さ   －・・・－  
から隣が）通りがう㌔、ンマイン通り（p‡1あ董ま畠mgM紬h）7潜までげ）土地棚ユ瑠1唖財魔分与でわ軌結  
ハンマイン通り側では蒼＿ノ1u紬既伊）未練が絵画販売グ）店を開いている。 
かンホム適用粁棚硝細則 ほ伽蛸り甘∴滑稽販腐」漆耀品の二土産もの凱 嫁が経営サる絵画販売を  
■・        ・・・・・      i：．   ・  
ている。2階げ）2部屋は。∴－－増胴乱あたぺ＝∃2欄米ドル程度で外桓j先に駿して、3階と∠を階を瀾主  
野性屠にするたいうように∴ 琢瀾膵臓摘・枕切っているr。1996年ごノちから鮒き夏tÅに2階を／鎗すよう  
鼓こなってからは鶴ルアン充寮は中2階▲、2（〟）（がfミに4階屋上部分を増築して娘と息子の部屋にLた√〕  
馴膳は財産を分与登れた姉（と998年逝去）の羞が住んでいたが＼鉦肌隼ご磯に瀦聞戌が再婚して  
家を出てからは当 家〕三は3階をドイツ在位げ」鳩麦（姉の娘）に家鷺を払ノ・コて倍を〕て≡芸階に居住し  
な∴錮陥矩針月には、姪の雨晴帰国に合わせて4階西側を改築L〆て、ルアンん冊A家が住めるように  
した。3階部分の財産をめ電やっ′ては姪とルアンの間でもめている。，蛭はいずれハノメイに移住し  
て、この：L階離分で何か剃苫を開くことを考えており、3階は手放Lプこ：くない。，しかLルアン  
仙～家は、先番が3階、結婚を控えた息子がいずれ4階を俺うことを考えている。ルアン羞泰も   
＝   
息j㌢か‰揮ほ：；汀濠〝望んでいるが、何より息子がこの便利な土地から経れたくないという強い思いが  
ある㌻）だから封舅をを買ぎいたいと何度も姪に嘩Lメ㌦れをLているが、話はまと盗っていない。こ  
拇蕊うな琴瀾撲滅パーる財経争しゝがみられるげjは、それだけ立地に魅力があるかいうことを意慄  
ガけるも椚で虜成。雛〔）締1〔軋∴筆者が2週間のⅣ冊1時帰馴1ら戻ってきたとき、即Lまで條って  
榊た3階は姪の荷爛憾儲かれていて使えなくなっていた。ルアン両家は姪が留守の間に3階で  
鰍葦㌢ト射乍り、3階薙〔捌坑）部屋でくつろく－、こと坦）あったが、改築した4階酉側の隅で登者が、4  
ぎ敬凍㈹蔓腑幸侶を已びう祭轍がある前ではルアン既グ）息子が㌔中2開明物置空間でルアン素案は寝泊り  
し禿ニr」こげ）ように状況によ〝つて、ルアンー家と筆者は家のなかであちこちの空間を移動しなけ  
ればなざ）なか〆〉・｝たす）狭州］市街では限られた空間を有効に利欄しなければならないのである（。   
風㌫汗冊磯刊畔緋錮用瀾抽酢絹拒よう（－2冊6年のユ韓日凱 ルアンの娘は共同経常でハン  
蠍再錮（紳輔軌が鋸 にあか机鳩灘領瑚摘噛刹那亘㍉通机絹江か服摘≠相即臓  
管借りている一店銅奥椚ドアを開けるとそ椚奥が貸主の佳屠になっており、土地を械に仕切っ  
し二’い二：・   
〆㌔ンず♂ィ、－い須洩り わ弛拍肋欄紆競う にある名刺屋は3階建であるが∴狛泌隼にユ帽灘闇域闇摘  
踪離した空間を相澤・凝需壁で仕切って∴下紆断絶 再獄 が婦Å靴の販売店を出した。こ♂）よう  
もゎこ空間射毅彗）縦に仕掛′′コたわ卿斬ることば、旧市街肉ではよくゐられることである。   
銅ド諒解椚二甑柑一腹ilか剛勇矧1凛）出身者のある家族は、メ1、ンホム通り22番びう家を集合住宅の  
戒羞・うに＝狛計軒無断′〕ていた：が、そ伊〕後デ インバン柑触1gを）il痛B血g）出身♂〕人たちとユ家族  
遷都㌢彗梁ず山〆ニブ嘗蔓ざ㌦二）ズニい プ㌔ンホズ、う薫りは（隣グ）通りくと抑幅がないため仁山力戸に数家族が住むことは  
締泄㌘【あるが、J′うンガイ坊Å£奄∑華羞預金の詣では、ハンティエツタ滴りなどでは山一山戸に数家族が任  
ノ≧・∴ こ∴王【∴∴ト∴：∴十∴∵■十一ト∴   
銅ンホム適わ‖瀞㈲剃甘室町息子は 同じく通りぴ）15番の家の3階〔3階建）を毎月S潮りを〉醐d  
払り号梱りていたが＼3関灘凝絢射拍榊冊胸腔憾ÅL結   
納訪津ば凄附‖鋸掛はホテ雄ぺ∴ プ㍉鉦ホム通をフ側だけで経営Lていたが、隣のノ㌔ンマイン通り酬  
藍一都酢肝㌃ノ畑釣れ吊酎／用星柏ハンマイン′捌伊欄了方にホテルの玄関を作二）た。 
巨∴地〆豊潤汐う曾測ほ胤鬼所華＝ニ限らず、矧司施設も同様である蔦ハピ率は、㌔㌔ンホムこ遡りl－1番に  
ある日 摘・繹雉に〃ほ溝梢＝那射する前は、登用旺閤灘が（那1ユX6．身mう すべてが寧だった。Lか七啓  
賭するたきにバ …牒磯描はがを率にLて、その都澗瀾樟∴ ∬棚輝＼ハルホム適用を欄鳩た威張ハ  
酢柑卦濁出て針紆浄隼ダ（鞠紺）と凝摩灘臓が堂キをLて牒た凍怪力山イ rCや主う の家を建て、  
挙らに銅説ホム減りに漸じた激灘に饗儲明崇横磯眩磯雄鳶㌦て渡川、をれ以前は堂土地がハビ  
基閏撃関だりた酢19墨§噂三を機にこの土地をほぼ2労して、その半分に4軒の個人所有の空  
閑を紋けるをんこ転為栗こやニ3た：（、2綿硝三残月、緊密の現地調教によを二）、こび〕ように共同施設椚敷地内に貸  
邑㌦′膳繍鮒ある伊∋を＝二怖街椚いたるとこぞ）で確認した。個丸所有だけでなく、共同施設婆）労働す  
射酢蛸で離那溝紆礁者膵㈲瑚摘腔料糾汀戊翫  
・，・一、一■一lト 
建店舗（＝胤  
ほ藩損  
壊料版発  
ノ＼  
ン   
ホ   
ム   
通   
り  
ハンガイ坊人民貴慮魯授餓の資料を婆）とに作成  （作図；農奴康代）   
都市の雄二地の格用はこのような形にもあらわれ一計バる。銅ノイ在住グ）′ダ㌔ピ柑出身瀞で構成登  
れる組織（以下、「ノ㌔ピ村会＿i）の全段は、2002年に業母が亡くるごったのを機に，、旧市裸相即■十ンド  
ーー  ー   ‥－ －            －         －    －            －  
イから3わ蔓忘m離れたハピ、柑では、頻繁に遵奉りができないからである。寺ダ）奥にある1靴屋汐う限  
られた空間には笥 薫－れぞれ椚腐瀾紺補勘照壁一・面にはめ込まれている蔦 主に旧市梅偶に灘灘凍濃  
ちが申し込んでおり、まだ碑ほつくっていないが場所だけ予約してお番えてあ諾）Åもいる。都  
粁でほ纂のためグつ土地昏えないので・、柑に捜め裟を設え、郡市扉㌘はこのような形で寺の壁に名  
前と命日と写寛げ）みを貼りつけた碑を規め込んで墓参㌢ヨ抑軒覧原頚とLている。都市の地代が高く、～  
狭いなかで工業がな1きれていることが考察できるゼニ）そして土地建物ノー㌔〝〕親藩がうまれる捌ま必  
然のことであるといえる。）   
雛抒‖ニおいては、限られた資源を取り合うために階  
濠・う㌢剤Lたり、九汐）流太で潜らにそ・れを竃蜜駿Lたか）、  
それをきらに労働する状灘照焼こって≠戊h ま㍑澗鉦  
仕切りを．あれて間口を二分したり欄に二分ぶしたりす  
ること喀〕ある。急減かブによって違うが鴇 ノ、㌔ンタワツト適  
材ブとハンマイン過り2つ紆）通り抑P鋸孟狭‰1し。そダニ〉た密）、  
はきまれ鳶所有空間に仕切りを洗潮粟津㍉ て璃汗習が  
と、二土地家屋〝）分♭割ガ忘㈲㌃膚にお塩竃ては頻繁におこなわ  
れているダ〕である。〉   
写寅鑑）かラドン穏でⅣ〕墓参をブ  
4．都市の宗教施設の帰属性をめぐって   
前螢で考察した欄Å所有をきらに細分づ■とミサる動態に  
限らず、この螢では雪 氷同施設げ痛手有線をめくぃる争奪  
・′－l5一ノ＝   
が起きている現状を明らかにする。  
4軸ユ曝 ハンクワット通りのトラアンミ帆綱7暴こついて   
ノ㌔ンクワツト通りは旧市街内の南方にある約2掴m坑〉通りで、2ユ6mのハンノン通りとつるごがっ  
ている。ハンほ作か、クワツトは扇子の意味である。現在は、木製の仏具各穫凍作る店、葬儀  
用品や民間倍仰レンドンをおこなうときに着る衣装を縫製する店、陶製の仏像を扱う販売店が  
大半を占めて転1るが、近年の外国Å観光客璃手に木製の判子を手作をブする小さな店が増えてい  
る。ニの通りに判子作りを数えるÅがいて、弟子入 りした者が店を開いて♭もるからである。通  
りには学校もあるため、門の脇にも簡易お茶屋があり、学校前の仏具店でもチェーーとよばれる  
皆様デザートや肉まんを売っている。朝食時にほ近隣ク〕ノ㌔ンノン通りやハンホム通りていフ頭仁脚  
の店が聞く。昼食時には道端で簡易露店ができて食事をすることもできる。〕通りから市場／㌦は  
徒歩2分ほどであるL、天秤をかつぐ密使が野菜や果物∴緻打∴紆矩針充町歩㌃甘酢∴一【爪日中  
東変賑やかで憶利な地区である。   
ダ1ゝンクワ、ツ甘、通計タ64番にある盲、ウアンミ一両（感m笥1hLl畠m朋ダ）は別名ザウ涌（ぼ董n若泊u）とも  
よばれる。通りに面して弼が建立されているが、太りに言は細い路地を数潜入りすくY、右手の扉に  
なる。堂守（住み込み管理者）伊）住まいは左奥にある〈。堂守ナイン（′㌢h∵rlナi）氏がいるとき着㌻ぴう  
入り口げ）靡は簸El開いていて、参拝することができる。時ぷ宜順江∴ほ鉦紆参拝者は多心。いお倣  
えとして、、缶ジュー スの段ポ仙ルを2、3緒持ってくるÅもいて、狭い丸首付近はご㌦たがえす′hJ  
太りL五つきあたりには信仰者の遺影が多数飾ってあり、信者の多さがうかがえる。鍍は無造作  
に10個以上婆う置かれ、、それぞれ紺仏像翻芋には、参瀦磯が供えたベトナム紙幣がはさんであるr 
南西は、陶器でできた仏像が荒井いっぱいまで所決しと置かれている≠。それでも窪だ頻繁に仏  
像なとべを搬入L〆ている鳥 ティンは、洞内に仏像がたくさんあるのは、洞内にし㌔る俗世のÅ間が  
神仏に陶酔できる状態であるとむ㌔う。天井は高く、 見上げると、骨こにも相棒も椚仏像が祀”・つ  
てある。Åり口左手は腰掛けることができる平台があり、堂守はそこでお茶を戯言，㌦て参拝者を  
もてなすぐ〕最後に遽ヨ下がりを渡サの尋）こげ）場である。  
4酬2嵐トウアンミ山滴♂〕現状  
－                                        ●           －－ － 一  
打洞歳の男性であるで。「ハピ村会」会長の箔でほ、ティンはハピ柑近郊にあるウオッタレ脚・均村出  
身だが、鷺しかったので近くのノ㌔ピ村に出て働き，ゝ その後㌔、㌔ノイに出てきた。ユ98が巨、当時堂守  
だったかピ村出身者灘七一くなったあと、ハピ村出身者の厚意によって、ハノイに出てきたティ  
ンにトウアンミ一再瞞の管理を任せたことによって、堂守になったのだたいう。   
しかL〆現在、こ♂川ウアンミ伽両をめく破っては，、ハピ柑かゃかジ汐レ佃柑♂〕所有か、互いに  
主張をして♭1る蔦 この綱は誰のものなのか、ぞれぞれの主張や歴史的文献から考察Lたいく・）   
そこでまず、ウオックレ血相出身のティンの主張を述べてみよう。2酬2年にホアンキコニム区Å  
－－∴1（トー【   
民委員会が遷都摘㈲寧を記念して出版首ノた本好り史跡歴史脚立すと』でほ淘トウアンミ佃禰那ま「両び〕  
歴史、つまり民間傍承によれば、およそユ7から鼠8匪紀にハドン省タイン増血アイが）ウマトブタも〆れ岬一対  
の祖先が建築した」と記されてし為る。（2002こ20も巨201）現生キティンは、2腑網三、ihゾ㌔ノイタンロ  
ン文化遺産保存会＿j によって麓年♂〕管理を奨励されており、それが洞内椚出入りけ慨爛混瀾豆  
てある。2006年には、トウアンミ〉州綱においてティンが豊ビゝヂとして活躍して‰洩る姿が掲磯挙れ美  
本を、あるべトナムÅ教授が編凝Lてサイゴン文ノ軒ヒ出版社から自費出版している。この「“教授」  
（giao乱‡－）はベトナふでの教授は権威ある数少ない地位を意味する（一本にほ「虜るペルナム九蘭  
授＿」の詳細は叩一切書かれていないが、…一言でイ言憑性が高まるのである。   
筆者ほ旧市街内の各史跡を巡ったが、どの患跡でも壁に寒納金や記念抑礪があり、それはよ  
く見えるように配置きれているく。L〝かL′トウアンミー・洞内錯壁にはめ込まれて朋いる、い電つも  
の奉納金の碑は、紫紺や衝立、カレンダ仰で隠きれていており、意図的に感じられる。堂ギグ）  
警戒心が太愛娘く、すべての碑椚内容を確認する♂〕は困難であったが、隠された碑の叩小郡ノを分  
析して、所有との関係を考察Lてみよう。 
まず楽器で隠きれた碑ユ枕は、は1列約罰名の名前せ楳漸が番かれていた。それが2列あると  
推測できるの〆㌘、このとき約鮒名の奉納金があ誓）たと考えられる揖 L鳥渕．．〆饗者が洗み取ることが  
できたのはわずか4労の孔であを√）、碑がいつ汐）もぎ：）か司1；明だが、こ伊〕なかにノ㌔ピ柑出身瀞銅名  
前が4名あった釧離窺記することができたL∋   
衝立に隠された郷ま、6枚並んでいるし｝2〔）鵬年1鍼紺青舟でゝ聾者が記録して組み耽ることがで  
きたのは笥 向かって右側のl放であるrJ崩壊した綱を再建r㌻るときに奉納金を出已㌦た丸を記念  
碑とLてとどめたもので、護986年7月の日刊－で堂守は♭如〃ティ舗ティ しはTlカTy）というな  
性である。ティンの名前ではないので、、敢えて碑を隠Lていると推測で遜るど〕ユ准が〕碑右こは縦  
－   ・                           ・    －      ・  
れていることになる。㌔＼ピ柑出身者節減は4老「確認で・きJ、楽音諒で隠潜れた碑と合わせると、転機b、  
ることを確認したこミとになる〔。ハピ∵柑との結びJつきがあるダ）は視覚苛㍉：．と㌦。）ては不都合なこと  
があると推測する。この碑を別粧す血ると、トウアン∴ミか小畑柳こ対して広域にわたる九びとか踪。奉  
納金が出されていることがわかる。かンガ′イ妨内でほハンタワッ匹、クアドン刊 ハンノプぶ旬ハ  
ンティエツタ、旧市街ではハンム頭叫イヤ、ハンパック、ハンドゥオン′仁ハンガオ小畑ハンか∵  
ハンプオン、ノ㌔ンダハオ、ノ㌔ンホアイ、ノ㍉ン〆チエウ1いハンガ㌣ 、ドンスア鉦、れ折銅イン㍗トン  
マ加叩、ハンコット、タアサム、㌔㌔ンチぷ∴オイ、ゴー仙ガッタ、マ偏・マイ、ロ蜘叫レン、ワンブン、  
・・、・   ミ ー・・■ ．  ：    ：－ i   
：・．－   一一 ；．‥ ．．≡い ．・・ ミ   ： l・   、．・   l－ ．1      重   
い T・・、・・・・・l：‥、・．‥ －・．・・ －・ ．i t－‥ ・：・．・・！． －‥l：．！・   
！‥；！：、‥  ．．－      ・  ．           ・  
－              、           －  
ン、タインハ困・、ダエンフエン、ブンコン、ヴァンザ鉦 了ハイフン、ガムカウ、ツリタ㌦∴ ㌢  
卜丁・   
ンタイ旬ティンノ㌔、㌔オ、L飼クエン、チャンプーー、ナムダ血、ドンダイン 偶圭1amr『hi軋鼠㌦d蔚1毎  
甑…転職岬紬喝附削鴫附が勒油払が廟捧げは軌射通Ⅷ馴が紬一鮎閥Va′n㌘号砲cク  
ーーー、  
伽咽耶動Ⅵ癖蛸鮎ル㈲軌蕗パ墟相加凋抑牒沖牒輌・7、皇血h）、ハノイ市郊外ではドンアイン  
（欝紬g鮎h）、他省ではナふデイントハザン、カオバン（胱潤牒砧帰服ぷ適職ぷ誠掛Ⅷ融、摘外は  
フランスからと、かなり広域に渡って奉納金が納められている。ノこのように多方面から奉納金  
があるということは、この共同施設の所属が不分明になりやすく1、ニュ血か才一ー岬で屠〕ぞの所有  
権を主張しやすくなることをきす。よって、隠された碑であってもゃ頭∵ブタレイ柑のティンの  
主張を合理化しやす宅していると考えることもできるだろう。   
こうした共同施設の共有性をさらをこ裏付ける根拠として、ハノイ市内の各坊にどれだけの率  
と画があるのれ『史跡目録』から抜粋Lて列挙してみよう（ニ｝   
旧市街は、  
坊  
訊独居Ⅹぷ転  6 
鮎n陪観汲  ヨ  望  
捌明澗最‡盟   9  
鰻鼠m鰐誤認C  ＄  
鰻義m隊欝義0  ？ 
ホアンキュム区内ジ）新市街では、  
坊   洞 坊   
≡   5    …≒ ン   
き、≡   5   趨！取毎げ巌  
… ′；、   5   5＋仁銅ほn捌1u翫吏洩  
ほとんど職場潜海 事が頑よりも多いという構造が読み取れる。亭は幾会など社会機能を中心  
とした施設であり旬 頑は民間信仰レンドンなどの宗教機能を中心とLた施設である。膵にハン  
ガノず妨の場蕾hは亭が【10ある♂〕に対L、毎鋸ま2一つL′かない（【－ これはち 柑から出てきたとき＆ニ、各村  
建一身著はその限られた連二地にまず率という集会掬社会機能のある建物をつくり、涌という宗教  
施設については出身柑に関係なく共有していたことが考えられるr 
次にノ㌔㌔ピ柑出身者椚主張を述べてみようしつ ぃ㌔ピ村会＿】についてけは別格で諭ずるが、 ハピ相聞  
巨ウアン菜－・鵬滴の主張と思われる亭の組織においては、余慶ユ塞ぎ、副全段2名、組炭4牽－だが、  
ニ翔中で親展2塞が㌔㌔ピ琴担当で、2名がトウアンミ一滴担当である。ハビ率蘭瀾がトーう′アン  
ミ仰滴を管理することが来車なのである。   
聾者は『当時㌔うちピ率内に住居があったカ仙イから、ノ、、ピ率だけでなくトウアンミー仰啓、トウ  
アンミ仰涌もノ㌔ピ滑出身者のものであるという請を聞いた。ハンホム通り在住ダニ）ハビ柑出身椚  
恕性か㌫線釣離乳領踊樽凝わて車ると聞いている 別の女性からは、ハンれム、ブ彗シタワット、  
㌔rl㌔ンノン、プ㌔ンマイン、イニニンタイ通り棚帯はすべてハピ柑出身瀞が偲んでいたという討滝野  
－‥         － ・        ・            、  
・【－1と仁▼－   
その証拠となる資料が汗ハノイ古覚書棺に嘱瀾捲れて‾いるという。よって∴ ㌣・ウ7∵ンミ加函南ほ  
ハピ村のぇものだからも 歴代ノ㌔ピ柑出身者が堂守針務めてきた瀦濃ほレ巧㌧肇摘紬摘狛鏑三をニノ㌔ノノイ  
在住のハピ柑出身者がレンドンと呼ばれる民間信仰をするとき、トヤアニノミ伽H〉帆綱でおこなわれ  
たのを確認した。）ハビ村出身者およぴその家族がレンドン濠－するたきには馬 かゃアルべ腑牒㍑  
おこなっている。   
「ハ藍軒数l椚別条凝ヴァン ぐ雛証〉 にトウアンぺ帥藩掴増銅削㍗削げ倒閣いてみると、「テ  
ンにこの弼はハピ柑のものではな転うのでHすかと聞いてごらんj と速まわLな返答をL㌦W訂遵た。  
こか汗ケ肘掛味な受け応え椚なかで∴ ハほ瀾出身者はハピ相磯靡管濃い瀾磯濁攣り訪雄揉澗摘  
決Lて快く思っていないが、そぴ〕所有を東溌∵〕てティンには強く主張も〆ない。そLの根拠は何な  
のかいハンれみ適畑軋歴史を掛か椚ぼりて考察してみよう 
写素② 誇正明漆  琴衆礫〉 楽婚骨相捲れ鳶瀾  
4M山一凱‥歴史からげ硝憾岬▲トンアンミ緑川両の規代数   
－－－－－、■一  
意して、その根拠となる文献瀞料を列挙Lw‘㌃みよう。。  
・ ・  ・  －   ‥．－・．       ：・   ・ － ：・・  ・・－・ ・  
－    い・－         －  ・ ．   ・．  ．           ；．  
教会の影響力が大きかったことがわかる。）霧数社会施設を管理Lていたのは海督“魚剛離削（ヒい  
・ －    ：   － ！ ト ．・l童           …  ． ：－   
● ・叫 ．！：－  ・  ：．  ・・．・ ・  
ンミー一帯に関する教科で、役職につ㌦笥ている九名はす璃て障＝ニr‘け㌘あ㌦コた。j同じ墓相政瀞料で†，ら  
∴1リ1【…   
・ユ∵「1ニ・ミーー，寸∴ 卜∴■∵’ンミー′－一帖’雄二二圭？巨…j∴二′二小一∴き…二十▲ニ手工ノニ ‥ト亜1十）1しLしiし、＝－こ坤）しlしlトl二）i‖11＼′こl圧・王ノl′呈、i川こけ1  
晒パ甑溌那隊閥痛蘭沌汝戚バ錮㍍（猟．謂ほ）と釣ピ孝明管理について書かれた“Comtr紬des  
野a卵d巴SJ扮i盟h蔓亀叩タS－is義iarほだdesC謁£ss藍S，飼0且ibisユ9童〉0”（因0》37砧）8では最後の会長と寄託の名前  
の骨インがともに－…品数Lている。闊0ヰ3768の資料訂こは、盲、ウアンミー洞とトウアンミ仙亭と′㌔ビ  
亭打開わる同心内容職者磯があり、それぞれの番類が同山Å物による筆記とサインにより〆ら  
れており、このことから、3施設が同じ管理だったことがわかる㌔   
また≠193緋∈巨『神路神勅㌦、ビ亭』9において、聾者はハピ亭について記録した◆文章の最後にあ  
るサインがNo．ユ397、38軋37舶の資料に出てくる会計職の名に十致し、ゝ、当時ノ、㌔ンホム通り穏番  
在住職「取誠Ⅴ蝕既貼油」既と岬叩一致すると判断した。仏領時代の1938年にはハピ柑出身者による  
同皿“一の組織がこれら3つの宗教施設を管理していたと考察できる。   
軒数跡目線』によれば、トウアンミ山一亭はハンクワット通り74番にあり、ユ針匪紀に建築さ針と、包   ：・・・・・  
限を祀っていると記されており≠ 共通性があるといえる。したがって、トゥアンミ山叫革も漆技  
術をもつハピ紺地身者の所有であると考えられる。   
ハンホムニiか）、ハンクり・ン・卜適ミ〕、十、ン ノン．；か）、・7、ニ∵∵・「ン．iか1、仁Lンマイ通：1す－べ∴∴  
′ヽピ紺出身者が住んでb㌔た。温鋸5年からの航弘戦争をこよって旧市街は太打撃を受け1、1946年には  
′－㌔ンホム通りも参考の家が倒壊し、ノ、㌔ピ亭は乱949牟から195が巨にかけて再建された。予、ウア∵ンミ  
一滴あノ㌔ピ村出身者と爛置岡尤びとで再建したが、亭はハンホム通りにノ㌔ピ亭がある鞘で％ 銅  
ピ柑出身者の住居をつくるために〃、盲、ウアンミヾ山率を「廟」にして規模をホ澄くし、残りの土  
地を怯まレ篭にした閃である。   
放郷ノ㌔ピ射では、祭りが蘭でおこなわれ、も 亭は社会性がある集会機能とLての役割を担、つて  
－                                 － －  ′          －  
グ）びとつを廟にLて、滑からのÅ［＿富の流丸がある漂こめ、そこにブ㌔ピ柑のÅたちを住まわせたと  
考えられる（）ニの姦づけとして㌔聾者は、噺が19削隼に再建されたことた周囲をハゼ斬灘虜膚職  
住まいにしてむ㌔るともちうことを確認Lた10。㌔、、ピ柑出身者がトウアンミ一事犯跡地に住んでいる  
という捌ま、隠／’ゝノイハピ村出身者の会の名簿とJ、トウアンミh頑内の碑に刻まれた牽ぎ前と住  
所から紅確認できて締る。以上椚点かちも摘罰隼にほ、管理はハビ村山身着によるものであサ  
と考察できる。   
で組数に、トウアンミ一滴とトウアンミー醐亭が㌦㌔ピ柑汐）所有ではないと仮渡Lてみよう。ま  
ず、ひとつの柑に革は2つも威儀ないと考えるのが妥当である。故郷銅ピ柑においては、尊明  
数はユ、革ま、滴ユ、噺且である。しかしノ㌔ノ〆イの旧市街においては、－↑出身柑のコミュニテ  
ィにすべての施設を所有する鞘は困種で、ハピ相磯瀾傾が2つの亭を建でることば想定できな  
い二、   
在かノイ銅ピ村出身者による母祭りと悪幣りほノ㌔ピ亭でおこなっていた。旧暦2月ユ2日は壬誅祭  
りで母を意味するメマウ（m撃m畠㍑）といい、8月28日は秋祭りで父という鷺のポー 摘ゐ）と呼  
ー→2い－－－・－，   
ぷ〔〕一例7年にハピ亭が倒壊Lて以降、ハピ柑の銅ビ滴での祭りに参加するようになったが旬 当時  
は歩いて村まで祈っていたという（）現在穫）年2恒iのハピ柑の祭りに射帝りで晦恒〕5（滅ぼどが参加  
している（）祭りに関Lては、毒「神勅神跡ハビ率』によれば、も 春秋の祭りが旧暦呂削5日と見り月且0  
日にハンホム通りのノ㌔ビ率において行われていたことが明らかである揖 もLトウアルぺ山牒拍  
トウアンミu仰山挙がハビ村出身者の所有であるならば、祭りはハビ柑に帰らなくてもノ、㌔ノイにあ  
るこれら獅毒司湖率で行うことができたほずである。しかL、ハビ亭での祭りがハビ網でおこな  
われるようになったということば、トウアンミ叶叫涌とドゥアンミ一両率はもともとノ㌔ビ村所有で  
はないと考えられる。   
きらに『東湖膵臓削「削£ 卜がアン㌣｛鰍筋甘酢紀、トウアン篭一両亭が19倣紀に建造きれてい  
ると記されている点に潜巨＝㌦たもノ1ふ（。漆の始祖チャン鋼ルー刷の生きた時代は1粉掛紀後半か紅は聴紀  
初めにかけてであるがゝ ハンホム通りを築いたノちピ柑の徽Åは且雲裡摘己半ばにノ㌔ンホム通りに栄位  
し／たと考えられている。つ よって、ブ㍉†ゴ柑姐扱者がハンホム通りを築いた時期よりず克と損瀾か  
らトウアン篭両前があったこたがわかる。したがって鶏トウアンミ恒蔽購もたもとハピ村側滴  
者グ拍子番外ではないと分析できる。j   
れり磯風離押咽細菌凋磯那痛昭摘醐離 粁瀾藤い闇膵澤軋パル牒鋸酎摘磯頼  
漆芸の柑はピ’れポ釦榔仁ハど村であり、消散紀に出てきて漆凍二Ⅰ二芸をおこな㌦つたと番いてある‖r′  
トウアンミ血・拳稽綱があ計銅シタワット通りを築いたのは、ハイ諾オ読者のダオサ…柑（臨唱  
跳正弘）であるか氾述しており、トウアンミ仰瑠とトウアンミ刷綱はハ首相紆酢有ではか打  
とが証明できる。，最も上から恥 トラアンミれ匝m率、トンアンニ烹加一滴はも乙ともとノ㌔ピ村び∋竣）のではな  
かったが㌔ 週93綱絹肯にハピ村出身者による組織ー刑余同摘草」がこれらの率と弼を冤蛋二捜するように  
なった。・そLて現在笥トウアンミ毎両胸滴はゃかブタレ加醐村のも銅になろうとL〆W㌃いると考察で－き  
る。郡市における尋引鱒j椛）宗教施設ばかように、そげ〕管理妙所有様を移すのやだ腐るど。  
禎仙－れ 蘭晒宜釦湘締溌聞損新郎叫溌憫温刹那姉嗜憐鞘酢射めぐる離摩  
‥   ・                    ∴         －   ・  
敷地内に怯んでいた。ダほい呈92∈渾生まれであるし。レ1946年、杭払戦争でノ㌔ンホム通りを三；きこるために  
ハピ柑から出てきた。）紆年が少るごかったからである£）登山汐〕級翠の絆那となる。戦争が終わつて  －－－－－一  
身である。怒は19泌牢、馴まj人97鯛三いま－2月13巨≡血‡に逝去Lているが、生計をたてるために」木製の盆や  
箱を作って骨法㍉ 豆巨・岬イは坐摘首、自うう和が死んだあとは誰がノ㍉ピ率を守るのかわ′から∋ないと話し  
てくれた。き2晰仁輝用凱ノうピ率伊二）敷地「恥二住んでいたカ血イ既が逝まし、剛二時期に‘ダは剛こよ  
－         －：  ：  －  ：：．           ・ －   
：・      ：・l・・  ；・                  －1  
だという。   
誰が亭を管理するのか。率ほ行政の呈転げ三）であると明記しているが、実際はほとんどが民衆に  
－∴三1一′   
任されており、民衆のなかでも誰が亭を守るのかで競争がおこっている。  
4仙5諷 都市の競争   
ハンガサ坊椚面積は約鮒畑地がで、Å日は用ぽ9Åである。ハンガイ坊も地方から出てきたÅ  
びとによノ⊃て形成されている。トラアンミ血仙亮司のように宗教施設の所有をめぐる争いは、柑で  
はありえないことであり、都市だからこそ起こりうることである。そこで、郡市において宗教  
共同施設がどのような動態を遂右ずているか、湖0年佃0．3713）、ユ9抑単一hホアンキエム威油陸鍼軋  
と聾者による2006年の硯地調査を比較分析してみよう。  
1940年の資料では、同山血の場所に複数の宗教施設が存在していたことがわかる。カイントウイ  
またはソンカイン亭と弼（動地好日励牒撫涌1馳哩皿鮎噸紬繭吊 は√－【－所在地に亭と洞と両方  
の宗教社会施設があることを示Lてい成が∴闇貯軒では、カイントウイ雨情けでh…一宗教施設だけ  
になっている。フッタラム寺とフジクラム亭（Chuaet毛まirlil如かは扉 ほ一所在地にあて〕たが、  
1997年では、。亭だけになっている。大きな共同施設を民衆の管理で維持Lていく♂〕は、急速な変  
化を遂げる都市においては図雑である－。   
行政が力を入れている史跡、たとえばプ＼ンプオン通り76番にある、バッタマ山一雨 わ㌢n鉦油  
M盈）のように歴数的建築物として伊）価髄があるものは保存状腰がいいが、ほかは民衆にあずけ  
て‰もるかたちである。『史跡目録』では、街政による管理の程度を整備済と未整備にわけてい  
－－ ／「」二、  
旧市街内では、  
i  通り名  
崇   ≦  ．  
一   
†   
≦ ；′   同   
相姦mg数品0   詔   
叫酬酬…… 
惑市有T療斎藤岬仙  未整備  
8  
独州酬伽酬一  
麹胤軋畑仙岬叫叫仙醐  り  
ホアンキュム区内折）潜テ市綺では、  
整備繍  適り名  
望   8   徽凝日加制が勤0   5   
田  9   敬融将肌ぬ   3   2  
鼠 1．  同  
バッタマ岬希削ま19鮎年に整備されているが、ノ㌔メイの市街では未整備がほとんどである（J   
ブギッタⅤ一両と同じノ㌔ンプ頭岬ン過り28番にあるタアンヂ岬亭 漁nh軌込n汁吏う蜃）は、杭仏戦争で  
倒壊したままである。再建を望んでいるが、民衆も都市生活においては生活が苦しくままなら  
ないむ撃トーホの原掲は航仏紙争“㌘、疎開や移動を余儀なくきれたことである。ラ街蝮倒は歴史的な  
価値や観光資源的に徽値のある史跡を先に整備する。未整備のものは価騰がないとみる：され、  
そのまま放置され、民衆に委ねられることになっているのである。  
：・； ‥‥ト ！；．   ．、・、・          ・；  
・・・・・122一一－・   
はない（。現在、42番は賃貸で日本人デザインによる服飾づ㌔物の店、舶番ほ印鑑屋篭城番は地元の  
甘味屋になっている。〕ルオンヴアンカン通り6番のスアンイェン涌（舶貰i凱L細管紬）は通りに面  
Lた靡の両側が若者向き裾単品店になノコている〔ク昔は詞だったが∴私産は住まい鳶冊てあって  
頑としての機能はない。綱には本来住み込み驚こ巨星者としての堂守がいるはずだが、堂ギグ）役割  
がなくなり、任隠として個先の所有にするのも都市での動態である。   
社会性ある共有物は府政のものになることもあるt。ユ雲ラ舶尊び〕資料（開0．70トのハニ〆ノン通り42  
番のイェンノイ亭 価LnilY桑貰一因（〕i）は現在、ハンガイ妨人民委員会に篭ドンミ一軍（離油日泌稲  
晒）はハンガイ坊公安になっているどつハンタワット通り2唇番グ〕スアン虻エンー率は旬『神勅神路ス  
’∵∴L∴こ1月L ‥し、叫1iト、l！し▲（lし▲ト「）こぺ1｝し！し・ト川ト111＼汀烏1i）tli（、il1′廿1用し！＝1し、ゴl二＼・ぐ＝Lli】トト呈仙－i，1汗＝）‥  
津ほ．3821）から、i9紬軍略点ではあったと考察できるが∴乳在旬 間常食楽になってい  
るL2〔、ここには亭はない〈。好一駄跡目録』では、スアン虹エン亭は抹消登れて如て記革讃えを齢  
『史跡目録」lによれば勺 ノ’㌔ンタワソト通り4番に阪琴郡喜代 rユ鮒2叫1鍬射 に建築されたハンタワ  
ット亭価貫通鵬ng∈如欄t）は萌子の始祖を祀っていたというが、硯在はハン野イ坊濃蘭慮瀾感慨  
管理】Fで、ゝ杭仏戦争で戦死した尤びとの慰霊碑を祀っている。 
2・つあ㌦つた施設がlつにるこったりなくな〆つたりするげノ）ほ、戦争などの混乱で民衆が管理でき  
なかったりするからである。陸tの所有や公共施設に変わる若里由とLてほ、戦後げ沌ヒ会主義国家  
体制を築く上での強削的馴錮汲も考えられる 
以上椚考察から㌔ まずトウアン′ミ仙洞をめくち一って、そ汐）碑文の分析から幅広畔地区か転の番  
付があり両が共同管理のもとに要旨二かれていることが明らかになったむ それは笥 同時に、滴の所  
有が曖昧になりうることも示し．〆、その所有と帰犠をめく㍉一って、都市においてほ灘凄欄瀾瀾㍑甥  
競争旬 間じ村出身者経冒の競争、きらには同家と地域社会のりな引き整え生じて宅る、という動  
態が明らかになっただ 
5．ハンホム通りの遷移  
5叩．と．ハンホみ通りの形成と歴史   
ハンホム通りは、ハングワット通む）の終わりか紅ハンガイ通りまて雄紺狛肘㌣ある。ハピ働世  
身者が柑世紀半ば宕′プ、ノイに出てきて緒やトランクを作っていたことから、㌦▲㌔ンホム（ハンは作  
る】、ホムは精げ）意）とよばれている。ハピ柑出身者がハノイに出て凍て、㌔、ピ柑が接♂〕掛原と  
称Lてブヽンホム通りを寛いたであろうということば、ハ琶ど率に漆の始祖を祀ってあることから  
－    －         －    、－  － －    － －                                  一  
家々が転々とLてレ1ただけだったという。ここで、お盆、番類太れ ビンロウをÅれるノJ、箱、  
旅行かばんなど木製品を作っていて、漆を塗っていたことがわかっている。潜らに1930年の写真  
13からも、小箱に漆を塗っている様子がわかる。仏領時代にはこの「通り…蓋がフランス語で  
Caissesとよばれていたことから、仏領時代には箱作りをLていたことになる。  
▼－－ゴニ仁   
昔はこの通りすべてハピ斬明快鳶一つた。）i9∠敷6年からユ95（輝ほ戦火を逃れ、1954年に抗払戦争が  
終わってからまた箱を作った。漆工芸が集まっていた通りでちパ、箱や祭事具を売って、ゝ ヨ】9掛率か  
らは罰ツタマム（魚醤）跡桶む作っていた。朗ンガイ坊Å民委員会の話では、1965年から1975年  
までは漆工芸であったが、その後塗料や各種化学原料を扱う店に変わっていったようである。  
聾者は摘髄寒からハンホム通りに滞在し、その後の変遷をみてきたが、硯在は、ハンクワッ ト  
ノ㍉ンノン通りに近いほうが主に塗料や化学原料の販売を－して、ノ㍉ンガ、イ通り側が主に土産物屋  
が多く、ぞれに混じって煉屋、ミニホテル、ツア…会社、レストランが点在7〟ている。塗料や  
化学原料は主に中国製、台湾製鴇 韓国製、、べトナム製で、ハノイ郊外ダインチーーやハドン省に  
ある塗料を生産する工場から1㍉ラックが発て、毎日通りのと葺こか細吉で搬入が行われている。   
『神勅神路ブ、ビ率』を考察してみると、ハピ亭について2つのねつ造がみられる。まずユつ  
めは、時代のねつ造である。J㌻】ノ㌔ピ率は5潮岬→6醐年前以上前からある」と書かれているが、㍑世  
紀にハピ柑から出てきたと懇意しても誇張Lた審き方である （ユ 2つめは、祭神（漆の始祖）ダウ   
・一  
望社榊跡粛』、『神勅神跡ピンポン柑』の各嚢料から、チャンル」一州がハビ柑ではなくピンポン付出  
身者であることが確認できる。ピンポン柑で旧暦8月頂3日にチャンル仰・・の祭礼がおこなわれ、ピ  
ンポン村のÅびとにと－つて、チャンル…ほピンポン柑出身の始祖であるという認識もある（。し  
かし『神勅神跡ハピ亭』では『「一子ヤンルーー州民はノ＼とど柑の丸である叩j と番いてあり、′、ゝピ柑の祭  
－ －  ●               ●            － 、  
る資料につむ㌔ては、i995年の再編特にほ紛墓しており保管きれてない。これはハビ柑出身者関係  
者による意図的な紛集であると聾者ほ惣菜している。   
ニニでプ、ビ柑、ピ’ンボン柑、ウオックレ偏H柑の位置関係を配しておこう。－”ビ柑はハノイか  
ら約3挽mところにある。Å［調は約27㈱丸（2榊0年時点う で、養鶏業が盛んである。。ピンポン柑は  
ノ㌔ノイから約ユ馳rm南下する。九日は約2700Å（2輌（輝時点）で、農業が姜であるこ〕漆工芸や欄作  
りもLて♭瓦たが、仏領時代に彗コめている（。ノ㌔ピ柑刷ピンポン村は直線距離で約7kym、ノ’、ビ柑－ウ  
オックレ仙相磯廼線経線で約9，5km、ビンポニ／柑－……り類ぃツタレ仇”・薄射ま直線距離で約働瀾、ピンオ  
ン柑がハノイに近く類 ぞの濠に㌔㌔ピ柑∴酉がウオックレ山村で、身近な三相で三角形が描ける  
ような距経た位置である。   
きらに現在ハビ啓にある番板に注目してみよう。ハンホム通をヨに衝したÅり口には、2000年に  
はなか㌦つたが、「ハ酢弥寧漆芸」腰痛鉦爾旺Å、Ⅴ嘗掴Gを遁S〔ぎN）と番し1た看板がかけてある。魔  
椚ハピ率靡上にも阿榛の着魔が新しく掲げてあり，、その下には次のように番かれている。一札窯牽首  
はチャンル凋ンとレ、レ泡Ⅵ、ユ5¢2年に進士を自ら修めました。何度も中国遼健として行ったあと、湖  
南で金箔を貼りあわせる紫色の漆塗りの工芸を学ばれました。帰国後、ハピ柑、ハタイ柑、ド  
ゥエンチエ頭鵬ン柑…碍．九び（とをこ技術を数えました、、ぞして漆塗り二】二芸の視となられたのです。＿l  
ピンポン柑の名はどこにも番いておらず、まずノ㍉ピ村の名が出ている。謝榔年の現地調査で、ハ  
タイ柑では今でも漆工芸をおこなっているク〕を確認した。藩板はハピ柑が漆の始祖であるとし  
¶－】2J二l】・－一   
明らかに歴史の創造をして亀′㌔ると考察できる。こういったねつ造がおこるのは㌔村から町に出  
てきたときの自分たちの技術の正当性や磯の正当化を主張して糾るからであって句 これほ都滞  
瑚級しい競争に勝つための手段なのである。  
写窺㊨＋ハピ孝儲  写法⑤ハタイ肘牒常磯二已二芸作覚  
5叩2－ ノ㌔三ンホふ通りのエ芸妓術の遷移   
ハンホム通りは漆工芸の通りであったが、今日では多くが塗料販売に変遷し釆：。しかL。〆現在  
も近隣のブ、ンタワット義盛りでは扇子でばなく、鞠や急須藩札れなと音の本二に芸が作られ鴇 ノ㌔ンノン  
通りやハン▽イン′過りでは、ち 何店かが木製の楽器を作為覧販売してもゝ㌔る、木製の太赦は遠洩りで手  
作り登れている∴瓢窪は数等はな宅∴璃ンキ敵機針。ラツか立馴致机∵粧ン障斬・門プ勺冒如′カ6で削り≠  
紫色椚璃ンキを塗り、赤色和明セキ確墟濁。穏・うすると旬ペンキ伊）「つくられた赤」が斬らぎ淘  
漆の朱色に近くなり「漆塗り風M，粁撒渋が出来上が愚。接が凋説キにサり替わる捌即i′或じ「鎗  
鞘」であるからである。）   
ではハンホム義盛りにおけ晶出身柑と通りの関係をみてみよう。㌔、ンホふ霊感りは‰ゼともとプ＼蔓ど   
・－     －＼ －・－   ・      ト  ； ・－     ●≡  ；・い・  
みであるま〕ハンホム漣7瀞の女性は1935年染まれのハビ柑酢鰍軌∴捌・9年も 当時15歳のた麺（充は  
略掛目獄族とともにハノイに出て轟てか汐ホム通りに住んだ灼臓狛単に膵断針臥が㌃∴斬鰍断  
る店馴那もた。しかしノ㍉ビ柑出身者に限らず、他郷から来た潜も漆芸曙）技術を警棒Lて店を櫓  
－  ・－－  l・．・   － ！＝ 一・ －・           ；・い－・・  
Ⅹ岬紬）の出身瀞であるが、農相で良禽Lかったので、旦955年に父が工業を学ぶた捌ニ′㌔ブイに出  
てきて鞄作りをLていたという。軋㌦かし男性は近軍部外に移り、2棚6年旧iE月が明けてから職 3  
l  ・．    －  －・ ・・・ ・、－‥！・・＝  ．     ぎー     一 一  ．・  
、，251・   
まれの末娘山家である。8番に住む一杜はハドン省のダ」一三〆′血相出身孤軋歳で、先述の16番のルア  
ン‘の父と従姉妹同士である。生後穏ケ月のときにノ「㌔ノイに出てきて、両親は机を販売していた。  
3番に借りていたが淘 8番のほうが広かったので1954年に引っ越した。Lかしお金がないから家  
を買うことが出来ず旬 そのまま借家住まし温で、今は息子夫婦が店を継いで塗料販売をLている。  
選右ニ、ノ㌔ピ＼柑であることやノ＼ンホふ通りの歴史＆ニこだわらず、時代の流れで商売を替えたり土  
地を貸したりする者も♭もる。翌2番に住むこへ村ハドン省（硯釣タイ省）出身者は、、ユ954年に家族  
とノ㌔ノイに出てきたという。乾紬ま㌔、ノイ苗郊外♂）バックマイ地区に住んで、1960年からハンホ  
み通りで木工芸をしてい漉が∴現在は塗料販売をしている（。52番はブヽピ射出身者だが、ハンホム  
過りをこ蘭した場所をrE怖鰭内ので仙サマイ通り（phゐ関畠随y）にある木製パ㌔物や漆／ト物、シルク  
雑貨などを扱う土産物屋の2号店と．して貸して淘 ぞの奥を住まも、にしている。29番もハピ村出身  
者である。ユ階はベトづ肌ふの民族服アオザイヤシルクのバッタ、アクセサリ陶を扱う店戯のい  
る土産物屋で、2階以上はホテルにしている。32番の寮はハビ柑出身で膝のパ1、箱を売っていたが旬  
やめてからは克と靴修理屋を営んで♭うる岱33番はユ9童5年生まれげ）女性ロアン（Lo魚m）民はノ㌔ビ村  
l・・   －           11l      ・・・   ・         ・・・  
が、2宅〕FO5年3月にほ少数民族維貸を中心に扱う土産物屋に変わっていた。）1955年をこハ。ノイに出て  
きたたいうユ927年生まれの女性は30番誤で塗料販売を営んでいる（）先の鞍がハビ村出身だったと  
いうが付かピ亭にも顔世出L、－㌔、ピ柑で♂〕春祭りや秋祭りに参加している。  ‥－－－－－一  
事を太って左側にあったタンチェア（c㍑ngC㌢血う と♭、う仏像を新LくLた。記念とと㌦て作った  
前と住所が藩かれた碑は、ハビ寮内のすくや左にあった上半身のホ一皿仲子ミン條を処分して1、そ－こ  
に置かれた。碑にはハピ亭ではな電「H感m錯畠雛」（ハ獅那 と番いてある（。率から涌爪、、硯在♂〕  
㌔ヽば亭に、本来亭がもつ集会的な社会機能だけでなく綱の宗教機能を意図的にもたせようとL  
て♭もることがうかがえる。ノ■溌禰宜瀾雁庵く植村出身瀞も数絆針紗ゝ≠ ノ㍉ビ柑出身者も時代に  
合わせて店舗を貸Lたりしている。，そして出身柑に関係なく、塗料を扱う店は′ハビ亭に出スもをこき  
することも戒、賓になってくる。初めてハピ率を訪れた。先をこは、夜ノ㌔ノダキノ㌔ピ村会会長がこの  
事や通り♂〕由来を雉誌や新聞記事を交えて、ぞの昔、ノ㌔ピ柑出身者の勢力範囲がいかに太きか  
ったかを語る。しかし時に、「－ハビ村会」会凝はノ、㌔ピ亭のことを「ハンホム爾‖ホ漁一朗ぬg肋－ユタ  
とも呼ぶ。ノ＼ピ柑の「ハビ所」との差別化もあるが、漆の始祖を強調L．ながら婆）i盛りのこエ洲  
カマーを受け一丸れるためには、閉じな㌦㌔で意味づらナを広げて「ノ1㌔ンホム剛 と呼ぶのも、利点  
は太きいのである。   
では、ノ㌔ンホふ通りがどのような変遷をLているか、2005年3月と2006年8月を比較してみよ  
う。20番は貸借で印鑑作りと販売の店だったが撤退し、2㈱6年8月時点では家主が貸し店舗椚張  
り紙を出Lていたが、10馴二漆器や民芸を扱うギャラリ山風聞土魔物屋になった。36番ほ靡を閉  
ぎこていたが、縦に仕切り、36番ゆ36番Bにして、ともに塗料販売をしている。38番は家具販売を  
Lていたが∴錮泌年8月に闇漕めて1摘に西洋料理のレストランがオープンした。都債は塗劇魔  
仙26仙   
売をしていたが、同様に縦に仕切り、戯幡Åはプラスチック製のプレ山一卜の馴乍販売も竣け番薯舗ま  
塗料販売になった。姻番は無店舗だったが∴漆小物を中心に扱う土産物屋になりた。別儀は土産  
物屋だったが、新築中で掛る。54番Åは土産物屋だったが絵画ギャラリ伽血液販売げ〕釦ニな㌢き、警＄電  
番臨も土産物屋からF削シンカブェツア… 洲蓼という国内旅研E矧吉になったく）貸借である｛ノ蜜50瀞は  
絵画のギャラリ山から写奥のギャラリーー・脚になノ′つた（。62番は観光客向桝）服飾販泥膚か毎「かンrカ  
フェツア山一｛、jになった。賃借である。ユ番は20り0年までは塗料の販売店であったがヤ，．そ銅線償餞  
、   、・                                  ・‥・  
テルに「シンカプェツアー」紅併設した∴艶財経職罰瀞は∴南部産職級薗販兼職店になか射頼㌔  
塗料販売を営んでしゝるユ7沓のヴァン宅には会社が繁簡を申し出てきたと♭為う。   
；       ・・ 二           ・                 －  ・  
市場経済化による影響やJ、鷺紫紺悦嵐で都市塗漕がwハ野山骨護れる愈御を得る立地銅ょきもあ選）薮j  
そして、何よりそれだ左ナÅぴとは時代変ノは椛＝ぎ二】でより良いチャンスを求め躊トら徽」を牽かドニ）誓：磯  
い合いながら生きているといえる。   
ハンホム通りは本絹グ）漆工芸からペンキ販売に変わった。ノー㍉ン擁ふ遜りに隣接するノ㌔ご〆・ノン  
通りやブ、ンタワソト通りでは、木工技術が生か’登れて、楽掛や祭寧最がつくられW訂虹㌔る。   
－－－－－  
な職業変換ばしなし㌔。ハンホムう重りも土産物屋が増えているが∴敵工芸品針組敷沸物＼礁瀾撒  
扱ってい針店か多いのも≠過去の怯蘭た類似七た波瀾や職魔に変化しているからである待 頚髄  
性、共謀酬生、共有性を保持しながら、う盛りの俄塞が変化し、こふ仰藩閥摘も適用に倣わせ芳磯  
化しているのは、ドイモイ政策以降〝）現代の急激な変化に適応Lている弦）ぴ〕といえる。  
6．結論   
部市はその自己に関連する湧麿ほL鳶牒臓物針、明確な自己所虜物にL－ぞいける蟻b′㌘あるくJ  
共同施設での土地の分割や他者による所有は、憫Å桝藍衆レ㌔ミルだいき・ではを宅、閥務による鶴  
削¢略取もあり得る。個人にたりて基着物明職働瀾服∴ 礪快潤慨濁物より少鴬近いからで∵あるだj  
トウアンミ㌦滴に限らず、都市においては不確か針米閣僚源（所㈲や帰属が魔力遜ぺ＝パ：転機  
源）をめく坤って搭抗することがあることが明らかにな㌦ニ3た〔）   
かつて、†、ウアンミーー岬村所有・細事む両だった職が木ピ湘粟帰属が磯動L（資料ぶよ噂掴棚埼泥  
はハピ柑に管理が移っていることがわかって木場立、同じようにハピ利昭鳩牒溌凋汗パ．頭鯨が鴇ゼれ  
、  －  －・－     －                ‥  ・  － ．ト・・●  
．、   ： ≡・・   ・・     ・ 、 －  ．     ・  
－．・    ：一     卜      ●・・      ・ i・・‘ ．・  
漆の始祖を用いるのは、ハビ柑た真の漆の起源地∴ピンポン柑が近距離に在るか£完∋である（＝｝プ笥  
． ・ ・ ・  ・    ・－    ・   lt・・・  
■・     －・●－．  1：・  ・ ・  ・  lt  
一，・コ7…h－   
㌻ラオックレ仙州柑が同じノ㌔ドン省内の近距轍の射であること、視覚守が昔ハビ村で働いていたこ  
と鴇そういったハピ柑との関連が、ノ㌔ピ柑所有糾へウアンミ仙洞をウオックレ岬柑にすり替え  
る材料痘こなっているのである。まきに、行政伊）出版物に「トウアンミ伸輔まり頭∵ソクレ巾村の  
もので虜遥」と記述きれているグ）は、ハピ柑がおこなってきた都前の競争汐取り込み動態を同  
じように繰り返Lて遂街している、と捉えられる〔〕   
想像の及ばない民族性やエ筑ニシティに対して∴想像が及ばず同じことがいえる。近隣にお  
いて競い合う民族ヤ「こ）○ノ」」は、遠くや都市からみると、十把－づ絡げに鱒卜↑のiて封つ八－＿lに  
されてしまうのである。都市は柑の細かな違いに対して関心がない。都市とは村に対して暴力  
的な視線を投げかける1㌔ ここに都市からみた柑へグ）椎ばく性を指摘することができる。これを  
逆手にとって、村出身者というものは都市において、巨愴とは異なる隣村の文化費源を自分び）  
ものにできるのである。ここに、都市に釦ナる紛争と取り込みの生活原理を析出できる。   
以上職ように当社会主義周職ヰ吐都市ハノイにも憫Å所有をめぐるÅびとの「‾当たり前」の  
欲求と、それに基づくÅびとの生活動態が息づいていることを本論において明らかにすること  
ができた。ドイモイ以降はもYらろんのこと、仏領時代以前からこ鞘ようなÅび凄の働灘ぷ牒溝  
ちされた生活動態び〕穿があったことを本論の歴史的分析は明らかにしているのである。，  
：主  
ユ 生活観術 ミかェル沖ド・セルト…『月常的寛践グ）ポイエティq仰ク』山田登t針子訳（1987年、  
国文社う の内容を贅約すると、セルト…は「見る者」釣瓶略と「渉ぺ者」紆酢軒別鋸絆れ臥  
そ普℃は、「上から」と ぎ‾下から」との2つの視点からみた解釈的地平の区別であり勺、社会的優位  
な「見る者」の眼叢Lと、社会的劣位明り一歩く者」の眼差しとげ〕措杭を表現している。「解式者｝‡  
の行為ほ、「見る者」銅抑魔溺憐憫膵中をが「ダザグ歩く、という主体的な態教官ヒなのである〔）よ  
って旬 都市民衆など、自前の嚢源を持っていない「歩く者」は、支配ん文化の提供する抑圧的な  
事物一記号を、ぞのもともとぴ）文脈から断片的に切り株L、自立化の文脈の中ク3位隊づけ臆す  
やりくをフによって、新たな意味階界をかろうじて構築サ創造する。これが生活観締るこので義弘る。  
松茫貰寮二は、セルト仰の戦術に依拠しながら、都市における4つの戦術を綴じている。解小磯  
イン∵7オ佃‾♂ルセクターのを太、第二はシティブ㌣…ふ牲凱出∴第三は農相との組澤を薄儀層  
化したり啓劇闇したりする文化的実践、欒瀾服北側曙）開発組織への参Åである〔。このなかで、  
農相との紐帯の再活性化が本論において大きく関わる。  
2鈴木栄太郎酢都市社会学原理遽 ∈1957年、有斐閣）の出版により、都市生活を主として頒戊珂  
る「正常Å日掛正常生活」という原理が提唱されたこ。これ以降、都市生活者の生活を主として  
規定する原理（ニ生活原理）とその都市社会を律する原理（ニ都市グ〕社会成増り に注目する研  
究が求められる。  
3根冊W＝1iゴこlしil－11〔1し叩ビl●榊Ill山〔lし▲hMHil五〔lぐI・lこlIltパ1軋1  
；…こ、・㌧・・・・－ ‥：．＿・・・．・・‥：．・い．．トート 川．・、・！．．1し．・い ≡l．・巨ツ．  
血28w   
52釘）06年8月の現地調査で宗教画堂のドットマップを作成Lたが、提示は別備にゆずる。  
6一旦943年生まれ。祖先は銅ピ柑出身だが、ハノイに出て6代巨看である。  
7本稿では「寵」で覇十・Lているが、デンとする和が叫般的である毒。  
8 3赦の資舶がか‰ ま敢鳳朗紬＝憮弧晒雄蜘耶賦1晒㌧ 2枚因闇弛か馳牒‰ 3凋消が  
［）iIlilHaVyの管理者を記録モ．ノた書類であるく。  
9『神勅神跡』♂〕各資料は、ユ93綱三の仏領時代にフランス極東学職」灘澤研 がベトナム全土を  
対象に、各宗教施設の歴史、祭礼儀礼〟祭りグ）執行状況について収擬したものであり、ユ995年  
に社会科学過信［蔓i藩館が接収、二再編再読しているもが〕である。  
10現在12腱滞が居住してレ篭る〔j  
‖乱悌隼卵聾者鞘親協調意澤瀾濃「凍一子ミン市在住〝）ピンポい軌甘心」という個Å瀦廃した  
賓準射こよれば、拍狛隼に「相互援助ピンポン会」を設立したとあるが当 こ跡無数分析ほ別覇にゆ  
ずりたい（ 
・          ・                  二        ・  ・・・！  
で、ここからノ㌔ノイ人民委員会所有であることがわかる。  
ほ社会科学通信院所蔵椚警備山楽倒  
14こうLた文化動態は最近〝〕㈲S市Å類学でよく議論きれ、指摘されていることである。たとえ  
ば、松冒］素二汐うケニア研究（19呂7年「万能の解釈道具ぎF部族』のウソ」米は巨像夜霧『アブ1ブカÅ  
聞流率』河出書房新社）によれば、ケニア西部にすむ－アラブリのÅたちが旬」首都ナイロビでは、  
マラゴリを含むユ7の同むニパンツ…譜系伊）部族が簾蓋って刷りのルピアという部儲ポ溺魔登れ、隣  
国ウガンダの首都カンパラではルビヤとしてだけでばなく『∬〉盲＝ニケエア西部げ）ルヒヤやルオと  
ともに、酉ケニア．Åとされ、ぞのように行数する－。  
参考濃蘭  
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区某一民貴慮会通信戊ノほ室）  
河内省藷昌妄陣場某紙各村地簿（湛晒研究院湖義は㈲  
登漆先師繰（漠噛研究院Å．797）  
平望陳氏家譜（摸繍研究院鳳払雛瑚   
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付託   
本稿は、平成柑年度諒川科学研究助成金による研究成果の…叫∴郎である。  
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付録 参考資料 ∈関係法令等）   
研究と行政の間に身を置く筆者が、2004年  
の文化財保護法♂〕h叫牒；改正において民俗文  
化財に、従来の風俗慣習i民俗芸能に加え  
民俗技術の分野の新設に取り組む経緯ほ、  
民俗文イヒ財の理念と内容についての再認  
識サ再考を関係者に促i．〆てくれる。折から、  
ユネスコの雛形瓦′化遺産保護条約が発効し 
ロ山一カルな民俗文化が、一－・気にナショナ  
ルサリージョナル・グロ「仙パルの関係性の  
iPで風土に取り上げられるようになった。  
在野の学を様棟してきた軋俗学もこのよう  
な民俗文化財を取り巻く硯状の痺で非政治  
的立場に安住はできないことを考えさせて  
くれる仙一仁審であるく。なお、ぎ司じ岩田啓院か  
ら同年に刊行された鷹番勲増産谷川窺新巨  
樋［川召編『民俗文化財岬一保護行政の立場か  
らw』の併読もお勧めしたい。。  
（佐野賢治）  
A5版拍媚訂 岩田書院 2醐7年ユ1月刊 59湘閂  
本番は、巌単文化庁民俗文化課にあって、  
民俗文化財府政の第山川一線にあった著者が、  
民傾こ学研究と£藍俗文イヒ財の保護抒放とグ〕関  
係がやや洛密度を欠いていたたの認識から  
退官後にぞげ）懸隔を埋薮）るべく、自身の経  
験も躇惑えその間題点と方策を提示したも  
のである。構成は次のとお㌢ブ。   
務ま螢 民俗覚ほ財保護の歩み 且節：  
民俗文化財の保護制度とその変遷 2節：  
鯉形民俗文化財の理念 3節：i州民格技術小i  
の創設 第2車 新たな保護条約をこむけ  
て洲無形文化遺産保護条約州 ユ節：わが  
匡妻の雛形民俗文化財保護の特色と課題 2  
節：無形文化遺産保護条約の検討にむけて  
ヨ節：無形民俗文化財をめぐる諸問題 4  
節：無形文化財と雛形民俗文化財 第3牽  
民楢文官ヒ財保護の督及への試み 1齢∴民  
俗文化財保護の現在 2節二晩像記録グ）作  
成をめぐ－○て 3節：民俗こ技術の誕生 4  
節：民俗技術とLての上級職り  
、・・・・一∴封仁一－－   
